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トピックス 5　米国の高校で物理履修率が増加
　2008 年 7 月に米国物理学会が公表した高校の物理教育に関する報告書によると、米国では物理を
履修する生徒が 20 年間で 20％から 33％に増加した。特に、履修者が少なかった女子やマイノリテ
ィにおいて増加が見られ、2005 年の調査では、履修者の半数が女子であり、従来極めて少なかった










ら 2 科目以上（基礎理科、理科総合 A、理科総合 B のうち
1 科目は必須）を履修する。2008 年度の教科書採択状況は、
次のようである。3 必須科目の冊数比率は、基礎理科 7%、
総合 A62%、総合 B31% であり、物理を含む総合 A の比率
が高い。3 必須科目の冊数合計に対する各科目冊数の割合を
算出すると、物理Ⅰ 23%、化学Ⅰ 43%、生物Ⅰ 51%、地学




の結果を中心に、1987 年からの約 20 年間の量的変
化を概観したものである。
　報告書は、物理を学ぶ生徒が 20 年間で 20% か
ら 33% に増加し、履修の裾野が広がったと述べてい
る。特に、女子の履修者数が半数を占めるに至ったこ






















（Science for All Americans）」がまとめられた。そ
の後、科学リテラシー基準（AAAS）や国家科学教育
高校での物理履修率の推移
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